
 

                                 
 

平成２１年度事業報告 
 

 
Ⅰ 事務管理の概況 
   
１ 理事会等の開催状況 
 
 

開催年月日 
 

 

会   議 
 

 

内   容  
 

 

平成 21 年 5 月 14 日 
 

 

 監事監査 
 

 

・平成 20 年度事業 
・平成 20 年度収支決算及び財産目録 

 

 

    5 月 28 日 
 
 

 

 第１回評議員会 
 

 

・理事の辞任に伴う選任 
・平成 20 年度事業報告 
・平成 20 年度収支決算及び財産目録 
・財団法人静岡県文化財団職員就業規程等の改正

 

    5 月 29 日 
 

 

 第１回理事会 
 
 

 

・平成 20 年度事業報告 
・平成 20 年度収支決算及び財産目録 
・評議員の辞任に伴う選任 
・財団法人静岡県文化財団職員就業規程等の改正

 

    9 月 28 日 
 

 

 第２回評議員会 
 
 

 

・理事の辞任に伴う選任 
・平成 21 年度事業計画の追加 
・平成 21 年度収支補正予算 

 

    9 月 29 日 
 

 

 第２回理事会 
 
 

 

・平成 21 年度事業計画の追加 
・平成 21 年度収支補正予算 
・評議員の辞任に伴う選任 

 

平成 22 年 3 月 24 日 
 

 

 第３回評議員会 
 

 

・平成 21 年度収支補正予算 
・平成 22 年度事業計画 
・平成 22 年度収支当初予算 
・財団法人静岡県文化財団職員就業規程等の改正

 

   3 月 25 日 
 
 

 

 第３回理事会 
 
 

 

・平成 21 年度収支補正予算 
・平成 22 年度事業計画 
・平成 22 年度収支当初予算 
・財団法人静岡県文化財団職員就業規程等の改正

 
 

 



 

２ 基本財産の造成状況 
 
  県の出資により昭和 59 年 5 月に基本財産 200,000 千円で設立した。 
  その後も、県や市町村の出資及び一般募金等を受けて、現在 1,024,597 千円

の基本財産（時価評価による）を造成している。 
 
  基本財産の造成状況（平成 22 年 3 月 31 日現在)         （単位：千円） 

 

区  分 
 

 

基本財産造成額 
 

 

     備   考 
 

 

県出捐金 
 

 

    ６００，０００
 
    ３００，０００
 
 
 

 

  昭和 59 年度～昭和 61 年度 
 
  平成 4 年 4 月 1 日 
  文化振興基金取崩額 

251,100
  県上乗せ分     48,900 
 

 

小  計 
 

 

    ９００，０００
 

 

 
 

 

市町村出捐金 
 

 

１００，０００
 

 

昭和 59 年度～昭和 61 年度 
 

 

寄附金等 
 

 

１，７１０
 

 

個人寄附 その他 
 

 

基本財産造成額合計 
 

 

１， ００１，７１０
 

 

 
 

基本財産時価評価額 １，０２４，５９７
  平成２１年度末 

新会計基準による時価評価額

 

３ 組織体制 
  （平成 22 年 4 月 1日現在） 
 
 
  
                          ２名（常勤１名、非常勤１名） 

 
                                      
                          

 
                     
 

           
 

                        
        
                                                        

  

 総務課 企画制作課 利用サービス課 合計 

常勤職員数 ９名 １４名 １２名 ３５名 

 

理事長

総務課 利用サービス課 企画制作課

事務局長

専務理事

副理事長

１名（常勤・事務局長を兼務） 



 

Ⅱ 事業の概要 

  地域に根ざした個性豊かな県民文化を振興し、県民生活の向上と活力あふれる郷土づ 

くりに寄与するため、グランシップの文化交流拠点機能を活用するとともに、県や市町

及び関係団体等と連携して、各種文化事業を次のとおり実施した。 

 また、県よりグランシップの指定管理者として２期目の指定（平成２１～２３年度）

を受け、グランシップの管理運営及び使用料の徴収に関する事務、利用促進のための各

種の広報・営業活動及び、施設の保守管理を行った。 

   

 

１ 文化情報の提供事業 

（１）目的 

県民の生活に根ざした様々な文化情報や県内文化施設の文化催事情報を県民に提

供する。 

 

（２）実績 

 ア 情報誌「しずおかの文化」の発行 

生活に密着した身近な話題や生活にかかわる様々な文化情報を盛り込んだ情報誌

「しずおかの文化」を編集・発行した。なお、グランシップ自主企画事業として、

本事業と連携した「しずおかの文化」講演会や体感ツアーを実施した。 

・発行時期、発行部数及び内容 

区  分 97 号 98 号 99 号 100 号 

発 行 日 平成 21 年 5 月 20 日 平成 21 年 8 月 20 日 平成21年 11月 20日 平成 22 年 2 月 20 日

部  数 ２，５００部 ２，５００部 ２，５００部 ２，５００部 

特  集 田沼街道と相良 天城越え 稲作 東西文化のはざまに

共通内容 連載：伝える、白いハーネス、紙魚の斜め読み、富士山関連他 

無償配布先…県内の市町、図書館、美術館、博物館、文化会館、大学・短大、高校

報道機関、金融機関等 

 

イ 県内文化施設等の催事情報提供 

・県内文化施設の催事情報を収集し、グランシップ自主企画事業の情報と合わせて、

随時、グランシップ情報ラウンジにポスター・チラシを掲示した。 

・グランシップイベントカレンダー「ＯＮ ＢＯＡＲＤ」に県内文化施設の催事情

報を掲載した。（年６回） 



 

２ 文化意識の啓発事業 

（１）目的 

県民の文化意識の高揚を図るため、県内各地域で活躍する文化団体を顕彰する。 

 

（２）実績 

 ア 地域文化活動団体顕彰 

・対 象 団 体 地域文化を育て、文化の香り高い郷土づくりに貢献している県内に

活動の本拠を置く文化団体 

・募 集 期 間 平成２１年８月１日から９月３０日まで 

・応募団体数  ６６団体 

・選考委員会 平成２１年１２月１８日  

（選考委員 学識経験者、文化関係者、文化財団役員等 ６名） 

・受 賞 団 体 ８団体 

賞 団 体 名 所 在 地 

地域文化活動賞 静岡混声合唱団 TERRA 静岡市葵区 

びくの会 藤枝市 

三島グロリア合唱団 三島市 

特定非営利活動法人 

芸術文化創造育成センター 
磐田市 

特定非営利活動法人 

伊豆森林夢巧房研究所 伊豆市 

奨 励 賞 

特定非営利活動法人 

クリエイティブサポート レッツ 
浜松市南区 

特定非営利活動法人 

水の国しずおかフォーラム 静岡市葵区 
努 力 賞 

特定非営利活動法人文化芸術創造工房 
カルチャーネット御前崎 

御前崎市 
 

・表彰式、発表会  平成２２年３月７日（グランシップ 会議ホール・風） 



 

３ 地域文化の振興事業 

（１）目的 

地域文化の創造と発信を促進するため、県内各地域で活動する文化団体

等を支援するとともに、市町等が地域の文化団体を活用した事業に対して

支援する。 

 

（２）実績 

ア ふじのくに文化交流・発信事業 

地域に根差した伝統文化や生活文化を掘り起こすとともに、地域における文化活

動の促進を図るため、文化活動団体及び個人に対し、助成を行なった。 

 
補助団体名 補助対象事業 

補助金

(千円)

Ｍｔ．Fuji 交響楽団 
Mt.Fuji 交響楽団定期演奏会 

エーリンゲンオーケストラ交流コンサート 
400 

日華文化交流協会 
日華文化交流団の台湾藝術文化交流 

（静岡空港開港記念） 
300 

西泉流二胡協会 

富士山静岡空港開港記念 蘭渓市諸葛婺 

劇団と日中伝統民族楽器オーケストラ＆ 

日本伝統民俗芸能アトラクション 

360 

①
国
際
文
化
交
流
事
業 

 浜松少年少女合唱団 浜松少年少女合唱オータム交流コンサート 158 

浜松フラウエンコール 第３２回おかあさんコーラス全国大会 150 

浜松シティオペラ協会 
浜松シティオペラ協会自主公演 

「愛の妙薬」全幕公演 
350 

世界アマ囲碁 in 

静岡実行委員会 

第 30 回世界アマチュア選手権戦静岡大会 

支援イベント 
250 

静岡県詩人会 静岡県詩人会創立 50 周年事業記念誌発行 180 

②
広
域
的
芸
術
文
化
事
業 

はままつ映画実行委員会 第８回はままつ映画祭２００９ 240 

高齢者演劇集団 

チャレンジャー 
演劇公演「見果てぬ夢」 350 

ＳＯＬＥ SOLE 第２回公演オペラ「カルメン」 350 

楽土舎 

樂土の森プロジェクト 

「地下の舞台」杮落とし公演 

交錯するエネルギーとパワー、共鳴する 

「地下の舞台」－山下洋輔 JAZZ PIANO- 

350 

③
住
民
参
加
型 

あっぱれ富士実行委員会 
Mt.Fuji Art Perfomance Festival 

演劇「かぐや～夢幻香久夜」 
350 



 

 

伊東スパークス  

スティールパンオーケストラ 
パンジャンブル2009（10th Ａnniversary） 250 

静岡ジャズ愛好会 
ストリート・ジャズ・イン・静岡２００

９（第１７回） 
360 

日本茶道塾 静岡茶おもてなし翻訳カード 300 

MIXTA 実行委員会 MIX STAGE!! 2009 300 

静岡バッハ合唱団 
古楽様式による「オール・バッハ・カン

タータ・プログラム」演奏会 
150 

志太お茶の香演劇祭 

実行委員会 
志太お茶の香演劇祭２００９ 400 

静岡古城研究会 
歴史シンポジウム・イン・藤枝『“花蔵の

乱”に隠された真実と諸城跡』 
280 

特定非営利活動法人静岡県オ

ーケストラスクール 
オーケストラスクール第３回演奏会 180 

熱海市観光協会／熱海映画

“感”実行委員会 

熱海映画“感”ココロとカラダで感じる

映画祭 
350 

浜松市民バンド協議会 浜松市民バンドフェスティバル 100 

③
住
民
参
加
型
自
主
企
画
事
業 

御前崎市郷土文化研究会 「丸尾月嶂の世界」展 100 

 
計 24 団体  6,558 

 

イ 地域文化団体活用支援事業 

地域の優れた芸術文化に親しむ機会を提供し、地域文化団体の活動の活性化を図る

ため、県内の公立文化施設を運営・管理する市町等が、地域文化団体と共同して実施

する文化事業に対し、助成を行った。 

補助団体名 補助対象事業 
補 助 金

(千円) 

財団法人富士市文化振興財団 
ふじ少年少女芸術劇場 
 小学生招待コンサート 350 

袋井市文化協会グループ 市民参加劇コメディ「ゴリ押し結婚」 500 

 



 

４ 文化鑑賞機会の提供事業 

 （１）目的 

身近な会場で催される様々な文化的催事を通じて、県民が多彩な文化に接することが

できるよう、文化鑑賞機会の提供を行う。また 21 年度は国（文化庁）の地域文化芸術

振興プランを受け、新たに、文化施設･市町教育委員会と協働し、子どもを中心に家族で

楽しめる芸術鑑賞・体験の機会を提供するともに、郷土の先人を紹介する展覧会を静岡

市内で開催する。 

 

（２）実績 

ア 音楽等の地域公演 

生演奏による音楽等の鑑賞機会の比較的少ない地域で、県内音楽家によるコンサ

ートを開催した。（3会場 3公演） 

  ＜静岡県文化協会へ委託＞ 

演 奏 団 体 開 催 地 開催日 入場者（人）

静岡室内楽協会 
静岡県三曲連盟 静岡市立服織西小学校 11 月 2 日 216 

静岡室内楽協会 浜松市立清竜中学校 11 月 20 日 366 

静岡県演奏家協会 伊東市立南中学校 11 月 27 日 779 

合  計   1,361 

   

イ 静岡のこどもたち文化芸術鑑賞・体験事業 

県内の文化施設、市町教育委員会等と協働で、子どもを中心に家族で楽しめる、

そして上質な芸術鑑賞等を提供した。 

・出前鑑賞･体験プラン 

静岡音楽館 AOI 芸術監督野平一郎氏、静岡県舞台芸術センター総監督宮城聰氏、

能楽大倉流小鼓方宗家大倉源次郎氏の協力を得て、中山間地域を視野に入れなが

ら、平成 21 年 11 月～平成 22 年 3 月に、小・中学生及びその保護者を対象に県内

各地の文化ホール等で音楽、演劇、能楽の公演・ワークショップを実施した。 

ｼﾞｬﾝﾙ 公 演 名 公演数 入場者(人)

音楽 
①野平一郎「世界の音楽と動物たちのカーニバル」 

②森下幸路弦楽合奏団「こどもたちへ！音楽の贈り物」 
6 3,340

演劇 演劇「走れメロス」 4 1,442

能楽 触れてみよう「能の音楽」 6 608

合  計 16 5,390



 

・親子招待プラン 

県内の親子（子は高校生以下）を対象に県内の公立文化施設で平成 21 年 10 月

から平成 22 年 3 月の間に開催された公演に招待した。 

対象館・公演数 招待数 

13 館 26 公演 583 組 1,236 人 

 

ウ 展覧会事業 

明治の初めに静岡県とかかわりを持ち、社会の変化に的確に対応し目覚ましく

活躍した山岡鉄舟をはじめとした先人達を紹介するとともに新しい教育と文化の

誕生について認識を新たにする機会を提供した。 

内  容 開催日 場 所 入場者(人)

展覧会 山岡鉄舟と明治の群像展 
3 月 10 日

～22 日 
駿府博物館 4,041

展覧会 開会式 3 月 10 日 駿府博物館 150

特別講話「山岡鉄舟の人と生涯」 

（講師：全生庵住職 平井正修） 
3 月 10 日 駿府博物館 205

講演会「教育事始メ」 

（講師：常葉学園大学准教授 安藤雅之） 
3 月 13 日 駿府博物館 95

特別イベント「講談と講演で識る山岡鉄舟」

（出演：講談師宝井馬琴、小説家 山本兼一）
3月 20 日

ｸﾞﾗﾝｼｯﾌﾟ 

交流ﾎｰﾙ 
405

合    計 4,896 人

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５ グランシップ自主事業 

（１）目的 

 県民の文化の創造発信拠点であるグランシップにおいて、質の高い公演の招聘

や、自ら企画制作する自主企画事業、催事情報提供事業を実施する。また、「静岡

県文化振興基本計画」の策定を踏まえた文化支援と、交流拠点としての賑わい創

出を目指し、文化支援・賑わい創出事業を実施する。 

また、平成 21 年度は前年度に引き続きグランシップ開館 10 周年にあたり、こ

れを記念した事業を展開する。 

 

（２）実績 

ア 自主企画事業                 （詳細は別添一覧表のとおり） 

項  目 事業本数 事業費 

鑑賞機会提供事業 ２５本 ２１０，７７８千円 

文化振興・教育普及事業 １８本 ５９，２１１千円 

アウトリーチ事業 ６本    １，３０４千円 

合 計 ４９本 ２７１，２９３千円 

 

イ 催事情報提供事業 

・各種公演のチケット販売 

グランシップ１階チケットセンターにおいてグランシップ自主企画事業・県立美

術館企画展等のチケットを販売した。 

・グランシップイベントカレンダー（ON BOARD）の発行 

グランシップのイベント情報及び県内文化施設等の催事案内を掲載し、発行した。 

＜発行状況＞  ･･･ ６回 

区 分 Ｖｏｌ．62 Ｖｏｌ．63 Ｖｏｌ．64 Ｖｏｌ．65 Ｖｏｌ．66 Ｖｏｌ．67

発行日 21 年 4月 1日 21 年 6 月 1日 21 年 8月 1日 21年 10月 1日 21年 12月 1日 22 年 2 月 1日

部 数 ５２，５００部／回 

・グランシップマガジン「Ｇ．」の発行（各号２０，０００部） 

グランシップ自主企画事業や施設等を紹介する広報誌「Ｇ．」を発行した。 

  ＜発行状況＞  ・・・ ４回 

区 分 Ｎｏ．４３ Ｎｏ．４４ Ｎｏ．４５ Ｎｏ．４６ 

発行月 ２１年６月 ２１年９月 ２２年１月 ２２年３月 

特 集 夏フェス オペラ「椿姫」 
2009 年 

しずおか連詩の会

文化を育てる。 

静岡で楽しむ。 



 

ウ 文化支援・賑わい創出事業 

・文化情報データーベースの構築・運営 

 県内の文化活動に関する様々な情報を一元的に集積し、広く提供することにより、

誰もが容易に文化活動などの情報を得ることができる環境を整備するため、平成 21

年 8 月 31 日にウェブサイト・「しずおかの文化情報」の立上げ、運営を開始した。 

・サイトの運営状況 

○登録団体等・施設数（平成 22 年 3 月 31 日現在） 

文化団体 アーティスト 貸施設 

１２３団体 ２２名 ８３施設 

○アクセス数（延べ数） 

対象期間 表示ページ数 訪問者数 

H21.5/1～H22.3/31 

※仮公開も含む 
延べ 129,139 ページ 41,146 人 

 

・運営ボランティアの活動状況 

 ○日常業務 

  ・サイトの管理、運営及び広報活動 

  ・情報ラウンジの管理 

期間 活動延日数 活動延人数 

11 月から 3月まで 52 日 87 人 

 ○運営会議 

  ・サイト等の運営方針、コンテンツの企画提案等 

  ・毎月 1回開催（第 3木曜日）。3月までに計 5回開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  エ グランシップ 10 周年記念事業 

      ・グランシップ開館以来の 10 年間を振り返り、「県民の心のオアシス」としての新

たな一歩を記すため、平成 21 年度については、以下の事業を実施した。 

項  目 開催月日 内      容 

自主企画事業 

（再掲） 

8/1～8/16

8/2 

8/9 

8/15･16 

12/11～1/11

12/11･13 

1/17～1/31

105人の時間展 

グランシップ音楽の広場 

グランシップ ビッグバンド フェスティバル 

おとみち2009 ｸﾞﾗﾝｼｯﾌﾟﾀﾞﾝｽの夏祭り～世界と踊ろう！～ 

没後50年何必館ｺﾚｸｼｮﾝ 生活の中の美 北大路魯山人展 

オペラ「椿姫」 

静岡の魅力第５回フォトコンテスト入賞作品展他 

その他 

・施設見学ガイド 

・開館 10 周年 

記念展示 

 

・大ホール自由開放 

・10周年記念事業 PR 

 

7/20 

8/1～8/16

〃 

12/1～1/11

8/5～8/7 

 

大ﾎｰﾙの裏側や、「音楽の広場」の練習風景を見学するﾊﾞｯｸｽﾃｰｼﾞﾂｱｰ 

10 周年記念展示（ｸﾞﾗﾝｼｯﾌﾟ構想段階から現在までの足跡を振り返る展示) 

村上征生展(ｸﾞﾗﾝｼｯﾌﾟﾏｶﾞｼﾞﾝ「Ｇ.」の表紙を飾った原画等の展示) 

10 周年記念展示（子供向け催事の紹介や幼稚園児絵展示等、心あたたまる空間を演出）

「海の家」をテーマに、家族で楽しめる大空間を演出 

ｸﾞﾗﾝｼｯﾌﾟｻﾏｰﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ「うちわ」の配布 

 

６ グランシップ管理運営事業 

 （１）目的    

    県から静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」の指定管理者とし

ての指定を受け、施設の適正な維持管理及び貸館業務の円滑な運営を行なうととも

に、「県民の心のオアシス」として賑わいのある施設となるよう営業・広報活動を推

進する。 

    また、全国公立文化施設協議会等の団体への加盟や、県民参加システム（サポー

ト組織）の充実を図る。 

 

 （２）実績 

  ア 施設の管理運営 

  グランシップの利用者が安全に施設を利用し、人々が憩い集う快適な空間を提供

するため、専門業者に、警備、清掃等の各業務を委託しながら、適切に館の運営管

理を行なった。 

 

 

 

 



 

 （ア）グランシップ・ユニバーサルデザイン点検 

    ユニバーサルデザインの観点から、障害者団体等４団体の協力を得て、案内

サインや導線・施設設備の点検を行ない、巡回点検終了後、意見交換を実施。 

得られた意見も基に、施設担当者による再検証を実施し、今後、計画的に施

設の改善を進めていくこととした。 

 （イ）文化芸術振興のための募金箱設置 

    文化・芸術振興のために、広く県民から志を募ることとし、グランシップエ

ントランスのインフォメーションカウンター横に募金箱を設置した。 

募金は、子どもたちの「グランシップ主催事業への招待」等に役立てている。 

年間募金額 ４４，６７３円（８月末～３月末） 

 （ウ）喫煙所の移設 

    メインエントランス前にあった喫煙所は、来館者の動線にあたり、館利用者

から移設の要望があったため、受動喫煙ワーキンググループによる検討を進め、

平成２２年２月の有料駐車場移設に合わせ、県発注工事で喫煙所を移設した。 

    移設先：グランシップ大ホール搬入口脇、グランシップ主催者駐車場脇 

   （エ）主要施設の稼動実績               （単位：日） 
年 月 大ホール 中ホール 会議ﾎｰﾙ 展示ｷﾞｬﾗﾘｰ 交流ﾎｰﾙ 

21 年 4 月 17 18 15 18 18 

21 年 5 月 23 18 19 24 23 

21 年 6 月 21 20 23 20 23 

21 年 7 月 20 21 24 21 16 

21 年 8 月 23 24 17 25 20 

21 年 9 月 15 18 16 27 17 

21 年 10 月 16 26 20 25 17 

21 年 11 月 21 24 22 25 21 

21 年 12 月 5 22 16 30 15 

22 年 1 月 17 24 20 31 22 

22 年 2 月 23 26 25 25 24 

22 年 3 月 29 22 20 27 22 

合 計 230 263 237 298 238 

利用可能日数 287 315 321 323 321 

稼動率 80.1 83.5 73.8 92.3 74.1 

   ※上記ホール系の平均稼動率は 80.8％（会議室含む全体平均は 81.3％） 

（オ）施設使用料収入の実績 

区 分 施 設 使 用 料 駐車場使用料 合  計 

収 入 額 187,401,750 円 53,714,961 円 241,116,711 円 

 



 

（カ）入館者数実績 

                            （単位：人） 

年 月 入 館 者 数 年 月 入 館 者 数 

21 年４月 ８１，１３９ １０月 ５１，８６３ 

５月 ７０，２３８ １１月 ５４，１９４ 

６月 ４９，７５１ １２月 ３１，２１０ 

７月 ４４，６５４ 22 年１月 ５９，７０２ 

８月 ５８，９１８ ２月 ７７，８８７ 

９月 ４０，７３３ ３月 ８４，４５９ 

合 計 ７０４，７４８ 

※ 開館（平成１１年３月）以来の入館者総数  

８，７３０，６１７人（平成２２年３月３１日現在） 

      

 イ 貸館事業（営業・広報活動） 

   収益性と公共性のバランスを確保しつつ、県民ニーズに的確に対応した貸館事業

を実施した。 

項  目 実    績 

営業活動 

① 第 19 回国際ミーティングエキスポ（IME2009）への参加 

② コンベンション推進協議会作業部会（県観光コンベンション室主

催）への参加 

③ 営業訪問活動（学会・コンベンション主催者へ訪問） 

④ 自主企画事業協賛営業(事業協賛・チケット協賛・広告協賛・物資

協賛・協力依頼) 

顧客満足度 

向上 

① 利用者懇談会の開催 

日時：平成 21 年 8 月 7日(金) 10:30～ 

場所：グランシップ 4 階会議室 

参加者：２０名 

内容：利用に関しての感想・要望 

② 催事終了後のアンケート実施 

回答数：6,007 件のうち 5,333 件(88.8％) 

結果：施設・備品・・・・使いやすい  90.3％ 

   館内サイン・・・・わかりやすい 86.0% 

      スタッフの対応・・良い     89.5％ 

③ ウェブサイトによる利用者からのご意見への回答(35 件) 

広報活動 

① ウェブサイトによる施設案内や催事情報の提供 

② グランシップマガジン「Ｇ．」の発行（各号２０，０００部） 

③ 貸館 PR 用のチラシ及び、ノベルティグッズの作成 

 

 



 

  ＜全国大会等の開催実績＞ 

開 催 日 催 事 名 

4 月 10 日～11 日 アジアブライダルサミット２００９ 

4 月 25 日～26 日 第１回世界すし博覧会 in 静岡 

6 月 4 日～6日 第 46 回日本リハビリテーション医学会学術集会 

6 月 19 日～21 日 第 54 回全国建具組合連合会静岡大会 

8 月 6 日～7日 第 31 回東海北陸地区特別支援教育研究大会 

9 月 17 日～20 日 日本動物学会第 80 回静岡大会 

10 月 2 日～4 日 第 14 回静岡健康・長寿学術フォーラム 

10 月 24 日～11 月 8 日 第 24 回国民文化祭・しずおか 2009 

10 月 30 日 大道芸ワールドカップ in 静岡 2009 プレビューショー 

11 月 13 日～15 日 第９回全国障害者芸術・文化祭しずおか大会 

11 月 21 日～23 日 第 34 回全国語学教育学会年次国際大会 

11 月 28 日～29 日 第 15 回日本腹膜透析シンポジウム 

12 月 3 日～6 日 第４回情報理論的セキュリティに関する国際会議 

12 月 12 日～13 日 タミヤグランプリファイナルレース 2009 

2 月 13 日～14 日 第 24 回日本がん看護学会学術集会 

2 月 23 日 富士山世界遺産フォーラム 

 

＜貸館受付に係る施設別稼働率＞                                 （単位：日） 

施設名 大ホール 中ホール 交流ホール 会議ホール 展示ギャラリー

実績日数 190 200 178 217 159 

利用可能日数 287 315 321 321 323 

稼働率 66.2% 63.5% 55.5% 67.6% 49.2% 

施設名 会議室 映像ホール リハーサル室等 広 場 計 

実績日数 4,695 120 1,374 76 7,209 

利用可能日数 5,900 310 1,689 313 9,779 

稼働率 79.6% 38.7% 81.3% 24.3% 73.7% 

 

 

 

 

 

 

 



 

ウ 公立文化施設協議会 

    全国の公立文化施設協議会や展示場連絡協議会等に参加し、他の施設等との情報

や意見の交換、連携を図るとともに、各種団体が主催する研究会・研修会に参加し

職員の技能の向上を図った。 

県内においては、グランシップを核とした静岡県公立文化施設協議会のネットワ

ークの充実を図るとともに、２月の技術管理研究会では、「文化施設震災復旧」をテ

ーマに兵庫県民会館から講師を招き、研修会を開催した。 

  ＜参加団体等（平成 22 年 3 月 31 日現在）＞   

名   称 会員数 

社団法人全国公立文化施設協会 １，２６７施設 

関東甲信越静地区公立文化施設協議会 ２７０施設 

静岡県公立文化施設協議会 ４２施設 

全国展示場連絡協議会 全国６７施設 

国際会議場施設協議会 全国３４施設 

 

エ サポート組織の支援 

グランシップの事業運営に県民が自主的に参加できる場を提供した。 

また、この活動を通して県民の文化意識の向上を図るとともに、県内各地の文化

施設で活躍できる人材の育成を目指した。 

  ＜サポーターの人数（平成 22 年 3 月 31 日現在）＞        （単位：人） 

区  分 平成 19 年度以前採用 平成 20 年度採用 平成 21 年度採用 合計 

平 常 業 務 64 11 11 86 

イベント業務 31 25 23 79 

撮 影 業 務 8  3 6 17 

託 児 業 務 1  1 1  3 

合  計 104 40 41 185 

 

＜活動状況＞                        （単位：延べ人数） 

 平常業務 視察案内 ｲﾍﾞﾝﾄ業務 撮影業務 託児業務 合 計 

文化運営

業務 
2,185 36 1,313 183 24 3,741 

 

 

 



 

７ グランシップ友の会事業 

（１）目的 

   グランシップ自主企画事業への参加を促し、チケット販売に役立てるとともに、県

民の芸術文化に対する関心を高めるため、「グランシップ友の会」の運営を行う。 

 

（２）実績 

   友の会会員に対し、情報誌や公演等の情報を提供するとともに、公演チケットの先

行予約や割引販売を行った。 

   ＜入会状況＞ 

区   分 ２１年度末 

レギュラー会員 1,702 人 

法人特別会員  ５社（1,520 人） 

法人一般会員  15 社（2,402 人） 

  

 

８ 自動販売機等管理事業 

来館者サービスの向上を図るため、館内に自動販売機・公衆電話等を設置し、

管理を行なった。（自動販売機１４台・公衆電話１４台）  


